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Who are we ?Who are we ?
分子薬理学 電子辞書構築
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LSD と MeSH の統合によるシソーラス構築

MeSH Tree （48,442項目）

Descriptor (24,767語)
Concept（283,837語）

Term（541,756語）

↓↑

LSD英語（74,605語）

↓↑

LSD日本語（111,867語）

概念を階層化

シノニム（同義語）を整理
（現在１２万語対訳）

2006年 春のシンポジウムで発表
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文中共起関係を使った関連性抽出実験

2006年 本学会で発表
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本研究の背景と目的

遺伝子，医薬品，生体パスウェイ等について情報が整備される中，薬理
作用を網羅的に記述するデータベースが存在しない。

→ 医薬品の分子作用点を記述する
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方法

医薬品名の収集
英語：MeSH terms, ATC, KEGG Drug

日本語：LSD，日本医薬品一般名（JAN），JAPIC医薬品集

約18,000語を名寄せによって2,842語の統制語に整理

MeSH と 2,545語が一致，ATCと2,599語が一致

生体分子名の収集
英語・日本語対訳：LSDより 15,595語を選択

MeSH term を用いて異表記を吸収

遺伝子名は RefSeq より取り込み

関係整理
PubMedコーパス（1.6 GB）での共起関係をカウント

教科書の知識などから，人手によって分類，入力

少数の記述子で関係を定義
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MeSH と LSD の統合による同義語テーブルの作成

Synonyms Pharmacological
Action

MeSH TreeDescriptor
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医薬品名と生体分子の関係抽出

医薬品と抄録中で共起する生体
分子（疾患，解剖部位，方法も）
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医薬品名と生体分子の関係定義（１）

比較的少数の明らかな標的がある場合
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医薬品名と生体分子の関係定義（２）

関係記述が簡単でない場合
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まとめと考察

分子作用点の定義
2,800 種類の薬物のうち，約７０％に分子作用点を記述できた

作用点の種類は約 500 種類であった（各種の統計に一致）

標的分子が複数に及ぶものが約半数あった

問題点
作用点が明らかでない薬物の記述

MeSH で表現できない受容体や酵素サブタイプがある（RefSeq代用）

定量性の表現

応用
WebLSD 辞書リンク

名寄せができるので
テキストマイニングによる
関係抽出に耐える

因果関係の解析


